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表紙の画像 :「 日本イン ドネシア国交樹立 60周 年」の ロゴマーク

作者 :ク リスナ ロセ トヤ・ ウィラタマ氏

(イ ン ドネシア 東部 ジャワ州の男子高校生 17歳 )

2017年 7月 26日 か ら 9月 30日 までイン ドネシア及び 日本 において一般公募

が行われ、469通 の応募が寄せ られま した。ジャカルタ及び東京での一次 事二次選

考 を経て、10月 19日 にジャカルタにおいて両国の選考委員による最終選考 を実施。

2018年 「 日本イン ドネシア国交樹立 60周 年」の ロゴマークが決定 しま した。

同 ロゴは、イン ドネシア・ 日本両国国旗の赤 と白を基調 とし『 60周 年」の「 6」 と、

日本国旗の 日の丸を数字の「 OJに riEみ込み、両国を象徴する桜 とワヤン (影絵芝居

の人形)を ア レンジ したものです。
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私のインドネシア :イスラームとの関わリ

はじめに :イ ンドネシア政府から文化功労賞を受賞

先日、『じゃかるた新聞』017年 9月 19日 ∋ で 11

報道されましたように、私はインドネシア政府教

育文化省から、今年度の文化功労賞噛 抑
‐

―
を戴きました。授賞の理由としそ、

二点が挙げられました。第二に、インドネシアの

文イLと くにインドネシアのイスラーム関する国

際的理解に勲状したこと、第二に、インドネシア

の社会科学の発展に寄与したこと、第二に、文明

間・宗教間の端 こ積極的参加してきたことの三

点です。このコメントは、私の半世紀余に及ぶイ

ンドネシアとの関わりに関して、的確なご指摘と

文イし勲章受賞の曳聴ルトモコ博士鬱勤矢けドニ夫人む鮭んこ

人)と。 筆唯社右よ銹餞彗夫妻  (インドネシ韓 イヒ名寸是供)

感じております。そこで、この三点に沿つて、私の人生を振り返ってみたいと思いま丸

1.lgO年、ジャフでインドネシアのイスラームに出会う

千葉大学唱―  輔 男
1

文化功労賞替諄 す召舞義t化大臣 ″じ-21レ

エフ3ティ教授.筆者 :右より2番目

“

ン瞬ウア

教育文化省憲鑢

1970年博士論文調査のため、

初めてインドネシアに入りました。

しかし、当初の目的はイスラーム研

究ではありませんでした。インドネ

シア科学院 CIPI)に、研究許可申請

のために提出した研究テーマは「ジ

ャワ嚇 螂 鵡 の暁知 でし

た。このテーマは、 1963年 、イ

ンドネシア大学のセロ・スマルジャ

1筆
者プロフィル :1鵬 午大連市生まれ。1,2年都立新宿高校から東大へ。1ま掲年東大大学院修士課

程修了後、フルブライ ト留学生として騒 19%午コーネル大学博士号lPIDl取亀 その後、アデレ

ード大学、インドネシア大学、ハーヴァード大学、オーストラリア国立大学で、教育・研究に従事D

19錦 年より千葉大学教授、19捨 年定年退職、名誉教授となる。2001-g鵬 年 JBК 国際審査部シエア・

アドヴァイザー。
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ン教授(191臓器動 との出会いから温めたものです。同教授は『ジョクジャカルタにおける社会

変容』という研究で、コーネル大学から博士号を授与されたインドネシア人最初の社会学者で

す。同研究は、スカルノ・ハッタとともに、独立戦争を戦つた先代スルタン主導下で、ジョク

ジャ社会が大変革を遂げる過程を分析記述しています。私は当時大学院の学生で、イギリスの

ロナルド・ドーア教授(192"の「東京の下町研究」などに触発され、欧米流の近代化理論や都
.

市化理論は、アジアの伝統的都市には通用しないのではない力ヽ 非西欧的近代化・都市イヒめ蓮
'

程があるのではないか考えていました。 1963年、スマルジャン教授は、東京大学の中根千

枝教授などが主催した国際会議参カロのため来日し、著書を中根教授に贈りました 中根教授は、

私に同書を渡し、次国のセミナーで報告するように命じました。スマルジャン教授の研究は、

私の関心にピッタリでした。これが、私のインドネシアとの知的 。人的遭遇の始まりでした。

1965年、1私はフルブライト留学生として渡米し、翌年から、当時「インドネシア研究の

メッカ」と言われていた平―ネル大学大学院に移つて、インドネシア語・ジャワ語の学習を始

め、インドネシア研究に本格的に取り組み始めました。博士論文研究のテーマを巡つて、いろ

いろと考えていた際、客員教授としてコーネル大学に滞在していたスマルジャン教授と歴史学

者のサルトノ・カルトデイルジョ教授に相談する機会を得ました。両教授は、人類学的アプロ

ーチには、ジョクジャ郊外の「コタグデ」が調査地として適当だろうと示唆されました。コタ

グデ lKota Cede=「大いなる町」の意嚇 はジョクジャ・ソロ候地領の前身マタラム王国の発

祥の地で、16世紀末から現代まで没落することなく存続してきた町でした

1970年 9月 、私は、コタグデで家族 (妻と子供3人)と ともに現地生活を始めました。

スハルト大統領の「新体制」が始まったばかりで、庶民の生活は極めて貧しく、私の中

200レンのうち、半分の100～レ (翌年分の奨学金は保証されていなかつたので、残り半

分は貯めておく)で、女中頭兼料理番、女中 (掃除・考域む、子守娘、水汲み男、さらに4人の

調査助手 (地元大学り を養う大所帯を賄うことができました          |
初めのうちは、初期のテーマに従って、コタグデの歴史、行政組織、人口統計、土地所有、

生業 。経済、職業構成、家族親族関係、年中行事など、「民族誌J(エスィグラフイ
ニ)のため

のデータ収集、インタビュー、現場観察などを行ならてぃました。その中で、このコタグデの

伝統的社会を、独特の「酬 魏 に向かつて動かしている人々に出会つたのです。それがムハ

マァィヤー (1912年設立の改革派イスラーム社会運動)の人々です。個人として、これら

の人々は、質素、倹約、正直、時間厳守、合理性、規則正しい生活t教育熱心を特徴とし、日

常の礼拝は勿論のこと、宗教的義務を遵守して、ザカート 能隷舞殉)による相互扶助・貧者

救済、ワカフ (不動産寄進)、 によるインフラ整備 (礼拝所、学校、病院、孤児院、養老院など

の建設)に励み、この運動によつて、町の景観さえも、変わつてきていました

特に感銘を受けたのは、調査助手として雇つた大学生の親たちの中で、銀細工の職人、パッ

サールでのバティク小売、日舎町への衣類行商など、極めて乏しい収入の中から、節約・貯蓄

して、子供たちをジョクジャのガジャマダ大学や国立イスラーム高等学院 (IAINlにまで、進



学させている親がいることでした。しかも、この傾向が、ムハマデイヤーの人々の間では、例

外ではないことも分かりました。マックス・ウェーバーの言う「プロテスタンテイズムと資本

主義の精神」に対応する動きが、イスラームをコンテキストとして、このジャフのノjヽ さな町で、

ホントに実現していると感じました。私の「イスラーム開目珀 は、こうして、書物からでなく、

現地体験を通して得られました。調査結果は 1983年 、ガジャマダ大学出版会から、ィ泌

赫 ′フをお雰ο″ 筋θJゐ蒻笏 ル
"′

/S姦夕ぽ滋ん伽
“
妙激劇協働助′力 aι場なゴカ姥鵬"

乃擁 というタイ トルで刊イ子されました。

2.1970年 代後半、インドネシア社会科学界で柔まれる

コーネル大学で博士課程を終えたのち、南オー

ス トラリアの州都アデレー ド大学に就職しました

しかし、大学や現地の環境にあまり層1染めず、悩

んでいたところ、ジャカルタのスマアレジャン教授

より、発足したばかりの社会科学研究訓練プログ

ラムOQ姿狙 Ltthan Penelitia ILIII Im ttial

=PIPIISの手伝いに来ないかとお招きを受けまし

たЭこのプログラムは、地域開発に必要とされる

地方大学の若手研究者の集中的養成を目的とし、

アチェ、ジャカルタ、マカッサル、ジョクジャ、

スラバヤなどの国立大学に付設された研修センターにおいて (各センター毎年 10名の定員)、

1年間、調査研究能力の向上を目指して合宿研修を行うものでした。私はジャカルタ・センタ

ーの「外国人専F弓家」(ttt allli)に 任命され、所長のモホタル・ブホリ博士の下、2年間、

全国各地から選抜された計20人の若手社会科学者と生活を共にしました。このプログラムは、

フォー ド財団、カナダ ⅢЦ 西独 W財団などの助成を受け、スマルジャン教授を理事長とし

て、クンチャラエングラット教授 (人類罰 、スジャトモコ博士 (開発う 、サヨギヨ教授 (農

村社会つ 、ミリアム・ブディアルジョ教授 (翼辞∋、ムビヤル ト教授 麟 学)な ど、当時の

インドネシア社会科学界の長老級の学者を理事として、運営されていました。地方からの研修

生は極めて真面目で、熱心、モチベーション高く、後年、多くの研修生 釣鶴 が、学部長、研

究所長、学長、県知事、各省研究F4H発所長・総局長、果は大臣にまで、出世しました。(200
0年代初、βКの「カントリー・ リスク」調査で全国を回つた際、このネットワークが大変役

に立ちました。)

PIPIISで働くかたわら、在野の若手知識人との交流も深めました。特に、先駆的問 として、

社会科学評論誌『プリスマ月□協』を発行していたIP3SCLenagd Penelititt Pendidib伽

P帥数曜帥 Ekollni drdn Sosial=経済社会研究教育瀞鋼割締 に集う独立心、批判的粽 中に満ち

た人々に、強く惹かれました 倉J立者のイスミッド・ハダッド、ダワム・ラハルジョ、そして、

″ マディヤ■創認茂″フィイ・て戸り男鍵護 。筆者1右

|    ■ _



寄稿者のアデイ・サソノ、ヌルホリス・マジッド、グス・ ドウルなどに、出会い親しくなつた

のも、この囲 のシンポやセミナーを通してでした。先のPIPIISにおける長老たちと、この

LP3mに集う若手たち、すなわち世代を超えたインドネシア知識人の先端部分との接触を通し

て、インドネシアが「ポスト・スハル ト」の動きを、知的に模索し始めている様子を、 197

0年代後半から、まざまざとイ補熱 たヽしました                   `.
1979年には、グス・ドウルの招きで、

スマランで開かれたナフダトゥル・ウラマ

ー ODの全国大会に参加・傍聴し、この

「伝統主義的イスラーム指導者=ウラマ

ー」組織の大衆的基盤は、全国数千のプサ

ントレン にスラーム寄害∋ 魯処点に、

深く強圏であり、必ずや、ムハマデイヤー

と並んで、インドネシアの将来を左右する

勢力になるに悪 な`いと確信しました こ

れ以後、5年ごとに開催されるムハマデイ

ヤーと測 の全国大会には、必ずお招きを

動 てヽ、参加 0観察することにしています。

PIPIISの仕事を終えて、私はトヨタ財団の助成でオーストラリア国立大学の客員研究員にな

りました。そこで、東南アジア・イスラーム研究の大先達アンソニー・ジョンズ教授に会いま

した。ジョンズ博士が主催したイスラーム暦 1400年記念の国際会議で、ハーヴァー ド大学

のイスラーム学教授ウィリアム・グラハム教授と知り合いました。両教授とのディスカッション

を通して、私のムハマデイヤー研究が、国際的比較に耐え得ること、東南アジア・インドネシ

アのイスラームは決して「田舎イスラーム」、「周縁イスラーム」ではなく、アラブ・ペルシャ

文明に匹敵するマレー世界独自のイスラーム文明であることを確信しました。グラハム教授の

紹介で、1980年、ハーヴァー ド大学の世界宗教研究所で客員フェローとなり、学生に戻つ

て講義 ◆セミナーに参カロし、欧米イスラーム学のエッセンスを、味わう機会を得ました

1979年のィラン・イスラーム革命は、インドネシア社会にも大きな衝撃を与えました。

スハル ト大統領は「イスラーム復興」の機運を抑えようと、「パンチャシラ単=原則」をあらゆ

る政治、社会、大衆団体に押し付けました。デモ集会の弾圧、学生自治会の解散、流血の第

が続きました この中で、ムハマディヤー、剛などは、「パンチャシラ単一原則」を国是として

受け入れ、合法的存在を維持しました。他方、新体制発足以来の宗教教育の普及、中間層、特

に知識層のイスラーム化などで、イスラームの社会的主流化の動きが止まることなく進行し、

やがて、スノVレ ト自身がこの動きに乗らざるを得なくなり、腹心のハビビ博士を通して、イン

ドネシア・ムスリム知識人協会(INE=IM枷 伽畿雑aan ttlim lndesiDを 組織、先に言及し

た知識人たちは、グス・ドウルを除いてほぼすべて、これに参加しました

クス・ドリレ(第 4薇ジ0嘉預 フワ詢 拶スレ・ワヒト)と

次女補二―と。左志嘩 夫妻



私は、1983年、18年に及ぶ海外生活を終えて帰国。日本の東南アジア地域研究の中で

イスラームが抜け落ちているのを痛感して、妻の緋紗子とともに、今永清二さん (広島大)、

西野節男さん 銘古屋力 、多和田裕司さん (大坂市大)、 利光正文さん 偶ウ守大)、 床呂郁哉さ

ん 傍紗卜大)、 大形里美さん (九産大)、 小林寧子さん (南山大)、 川島緑さん (上智大)などに

呼びかけて、翌年、東南アジア・イスラーム研究会を立ち上げました

1980年 代後半から1999年
の千葉大定年までの間に、国際文化会

館、学術振興会、文部省科研費、アジ

ア経済研究所などの助成や協力を得

て、東南アジア、特にインドネシアか

らのイ玖ラニ云藉曇薯
・:痴畿人を日本

に招聘することが出来ました。その中

には、グス・ ドゥル (田 織 、第4は
和国大縮間 、ムクティ・アリ は

臣、ジョクジャ国立イスラーム高等学

院学長)、 ムナウイル・シャザリ (宗教

大臣、ジャカルタ国立イスラーム大学

麹 、アトー・ムザッキール 併鬱名研究蘭発局長、ジョクジャ国立イステすム高等学院学長、

現国立コーラン博物館館長)、 ヌルホリス・マジッド (パラマディナ大学創立者)、 シャフィイ・

マアリフ (ムハマディヤー会長、国立ジョクジャカルタ大学教授)、 ハッサン・アンバーリ (イ

ンドネシア大学考古学教授、国立コーラン博物館館長)ハルワニ・ミフロブ 0ヾンテン考古博

物館館長)、 モハマ ド・ソバリ (国営通信社アンタラ編集長、『 コンパス』紙コラムニスト)な

どの各氏が含まれています。日本政府は、1990年初頃まで、「憲法上、政府は宗教に関与で

きない」という公式外交方針を堅持して、イスラーム関係者との樹 虫を避けてきましたが、私

は、民間外交 。学術交流の次元で、インドネシア・東南アジアのイスラーム指導者 。知識人と

日本側の交流に努力いたしました

3.ポスト・スノu′ 卜期における 姉眠絶鈍 の申

スノvン ト政権の倒壊、民主化の展開には、既存の政治勢力にカロえて、「市民社会組織 eivil

socicサ 斑騨 ittti幅))の役割が極めて大きく、その核として二大イスラーム組織則 とムハマ

ディヤーが活躍しました。転換期には、則総裁のグス・ ドウルが、共和国4代目の大統領とな

り、ムハマディヤー会長のアミン・ライスが、国権の最高機関である国民協議会の議長に選出

されました。その後も、言論 。結社の自由の保障によつて、市民社会組織 。NЮ 力`多数結成さ

れ、民主化の下支えとして、国内政治の動きに、大きな影響を与えてきています。

さらに、特筆すべきは、先述の二大イスラーム組織が、世界最大のムスリム人口を擁するイ

ジ汐力 加%のカカンノメン″九ノlo世(中央之、筆者夫妻。



ンドネシア 。イスラームの代表的市民社会組織として、文明間、宗教間の対話と相互理解、国

際的連帯の強化に、積極的に努力していることです。Wはインドネシア外務省と共催で、20

04年から隔年ごとに、国際イスラーム学者会議(lnteIIEtittlねほ※腫e of lslanic SOお lars

= ICDを開催し、海外からイスラーム学者=ウラマーと非ムスリムのイスラーム研究者を招

いて、9011以後のイスラーム世界と欧米諸国の相互不信を克服し、宗教問 。文明間の対話、

紛争の回避 。解決と相互理解促進の努力をしています。ムハマァィヤーは、2006年からt

マレーシアの華人組織 t鱚多文化教育基金(0爾E島 胞ltHuture lhtttion Tr“ t)」 と協力

して、隔年に世界平和フォーラム級減d Pttce F軸を開催し、世界宗教の指導者たちと世界

各地の宗教・民族間の購 事者を招いて、紛争回避と解決の獨 1と 具体策を話し合っていま

丸

また、実際的な行動として、則 とム

ハマデイヤー|よ それぞれ独自のアプ

ローチと人脈を通して、タイ南部、フ

ィリピン南部における中央政府と現

地ムスリム住民との紛争の仲介を、長

年にわたつて試みています。最近では、

ミャンマーのロヒンギャ・ムスリムと

中央政府の紛争にも、インドネシア政

府と協力して、仲介と録 の努力

を行なつています。

lllJと ムハマデイヤーは、ともに、「イ

スラームは神の宇宙・人類に対する愛の賜物=醜 如 lil Al血njという普遍主義の立場に

立脚し、インドネシアを含む東南アジアの文化的多様性、民族間宗教間の共生と相互理解を前

提としたイスラームを
―

としています。近年、排他的イスラーム主義の台頭に対抗して、

NUむV貿デ斉た(瞬警鶏旨装 、欄 赫 lleけ 。

時 。

問 は 「多島海 のイ ス ラー ム =Isl枷

噛 枷劇、ムハマァィヤーは 腿け覆〕イスラ

ーム=I山田 Berkemm」 をス●―ガンとし

て掲げ、中庸、穏健、宥和、開明の漸進路線

を、打ち出していますg私は研究者として、

これらの動きに、参加・観察して学ぶととも

に、インドネシア 0イ スラームの実相を、日

本をはじめとして非イスラーム世界に伝える

作業に従事していますX1983年 のムハマ

デイヤ‐研究書の増補改訂した英語版を、シ

ンガポールの東南アジア研究所=H澪 から

魏 己膚会、却事汚出湾たく会振ヲtジーリ辮蒙地
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2012年に干J行、さらに、そのインドネシア語版を、この度、涵 a圃麟庇直)1翡 出版社から

刊行いたしました )

昨年度からは、国際交流基金の新プロジェクト儡鳥u Calk宙 th Lは lillls)のお手伝いを始めま

した。このプロジェクトは、東南アジアのイスラーム社会で、様々な社会的活動に従事してい

る青年男女たちを招いて、日本側の学生たちとの対話、地域社会の現地観察を通して、相互理

解を深め、将来的に日本とイスラーム世界、特に身近な東南アジア・イスラーム社会と日本の
1

架け橋の役割を担う人々を、互いに創り出して行こうという目的で、始められました。今後、

同プロジェクトの進展に伴って、日本インドネシア協会会員の企業や個人の皆様に、いろいろ

と場 力をお願いすることがあろうかと存じます。その際には、よろしくお願いいたします。

最後に、50年余リインドネシアとお付き合いし
~Cき

た感想ですが、一言で言うと、「まだま

だ知らないことが沢山ある」という感じですЭインドネシアは巨象です。私が知っているのは、

まだその一部、鼻だけ、あるいは耳だけにすぎません インドネシアほど、多面的な理解が必

要な国、社会はないのではないかと思います。「知らないことが、まだ沢山ある」という自戒で、

今後も、お付き合いを続けていこうと思つていますЭ


